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Abstract
As urbanization proceeded in the late 19th century, American schoolchildren had fewer places and
opportunities to play in large cities. Some children were accused of “crimes” and arrested because they
played on city streets. The philanthropists and social reformers who witnessed the difficulties of these
neglected children began to provide places and facilities for play. It was the beginning of the playground
movement in America. In the meantime, school boards, athletic leagues, park departments, and other
public entities supported the creation of places of play.
The Playground Association of American (PAA) was formed by Luther Halsey Gulick, Henry S.
Curtis, Joseph Lee, Jane Addams, and other social workers and educators, with President Theodore
Roosevelt as its honorary president. The purpose of the PAA was to further the establishment of
playgrounds and athletic fields in all communities and to direct play in association with schools.
Through the study of conference reports, journal articles, and the proceedings of the annual
conventions, I found that the PAA offered four municipal alternatives in consolidating local playground
associations : (1) playgrounds as part of park and recreation systems ; (2) playgrounds maintained by
playground associations, with the support of municipalities ; (3) playgrounds controlled by boards of
education ; and (4) playgrounds as part of school social centers. Changing its name to the Playground
and Recreation Association in 1911, the PAA selected the first alternative, a choice that divorced the
playground movement from progressive school reform of the early 20th century.
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はじめに
学校は、教師が児童、生徒、学生に継続的に教育
を施す所である。とりわけ近代の学校は、子どもを
日常の生活や遊びから引き離して、学校という教育
空間に閉じ込めようとする傾向を強めた。きちんと
整備された校庭と校舎と教室のなかで、教育の効果
と効率を上げることは、20世紀の学校教育にほぼ共
通の目標となり、遊びは意図的に排除された。
しかしながら、19世紀末から20世紀前半にかけて
流行した新教育運動（アメリカでは進歩主義教育運
動）は、この傾向を明確に批判し、遊びの教育的意
義を認め、子どもに自由な遊びのための場所と時間
（遊び環境と呼んでみよう）を与えることを目指し
た1)。19世紀末に始まったアメリカの遊び場運動は
新教育の一環であった。遊びは個人の自由を前提に
しているから、公教育制度の中でその形態を決める
ことは容易ではない。しかも、遊び環境の構成は学
校教育に限定されるものではなく、子どもの生活環
境や都市計画の制約を受けないわけにはいかない。
したがって、遊び場運動は、自由な遊びを、公教育
制度のなかで、そして都市計画のなかで、どのよう
に実現するかという難題に直面していた。
この難題に取り組んだのが、1906年月に結成さ
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1）山名淳は、新教育運動の中に、「人間形成への意図的な介入を行う施設としての学校にあえて機能的に曖昧な時空間」
（アジール）を設定しようとする思想と実践があったことを論証している。本研究はこの視点を継承している。山名
淳編『新教育運動期における学校の「アジール」をめぐる教師の技法に関する比較史的研究』（平成23-25年度科研
報告書2014年月刊、京都大学）、頁
れたアメリカ遊び場協会（Playground Association
of America、以下 PAA）であった。PAAは1911年
にアメリカ遊び場リクリーション協会（Playground
and Recreation Association of America、以下
PRAA）に名称を変更したが、遊び場の設置や開放、
教育課程への遊びの導入、遊び指導員の養成などに
取り組み、子どもの遊び環境の拡充と制度化に精力
的に取り組んだ。
本稿は、PAA に焦点を当てて、子どもの遊び環
境を公教育制度のなかで実現しようとした思想と活
動の歴史的意義を考察することを目的とする。遊び
場運動が1880年代に始まったころ、それは都市化が
進むなかで遊び場を失った子どもに遊び場を与えよ
うとする慈善的な活動であった。だが、その後、遊
び場運動は公的な支援を受けるようになり、組織化
され、全国的な運動へと展開していった。この間の
遊び場をめぐる議論の焦点は、遊び場と学校教育と
のつながりであった。遊び場が公教育の中に取り込
まれた（あるいは排除された）過程を明らかにする
ことで、遊び場運動がもっていた可能性と歴史的意
義を確認したい。
遊び場運動の研究は少なくない。遊び場運動が子
ども救済事業として始まり、リクリエーションの普
及につながったこと2)、上流社会に生きる人々がス
ラム街に生きる少年たちに社会の秩序を教えようと
したものであったこと3)、などは多くの研究に共通
する見方である。とくに、公立学校の機能拡大の一
側面として遊び場運動を捉える菅野文彦の研究は、
本稿にとって示唆的である4)。しかし、公立学校が
機能を拡大させ、遊び場運動を吸収したと捉えてし
まうと、遊び場運動がその当時にもっていた可能性
の多くを見失ってしまう恐れがある。公立学校に吸
収されなかったところにも遊び場運動の歴史的意義
を見出すことは可能であろう。
本稿はこれらの先行研究を前提にしつつ、遊び場
運動が孕んでいた多様な可能性に着目する。それ
は、遊び場運動と教育による社会改造を目指してい
た進歩主義教育との思想的影響関係と実践における
つながりを示すことになるはずである。
Ⅰ 遊び場運動の起源：慈善としての遊
び場設置
19世紀末において、遊び場を最も必要としていた
のは、大都市のスラム街にいる子供たちであった。
スラム街の悲惨な生活は、ジェイコブ・リース
（Jacob A. Riis）の著書などを通して、一般市民の
関心を集めていた5)。かれらは、街路、裏通り、溝
などを遊び場とし、しばしば警察ともめ事を起こし
て逮捕されたり、交通事故に遭ったりした6)。
ニューヨーク市やボストンのように風紀紊乱や危険
という理由で、路上での遊びを犯罪として取り締ま
る都市もあった7)。
このような状況のなかで、いくつかの大都市では
子どもに遊び場を与えようとする慈善家が現れた。
アメリカ最初の遊び場としてよく知られているの
が、1886年にマサチューセッツ州ボストンに設置さ
れた砂場である。 ベルリン生まれの医師マリー・
ザクシェフスカ（Marie Zakrzewska）が、ベルリ
ンの公園では、貧富にかかわらず、子どもが掘った
り、遊んだりする砂場があることを知らせる手紙
を、マ サ チ ュ ー セ ッ ツ 緊 急 衛 生 協 会
（Massachusetts Emergency and Hygiene
Association, 以下 MEHA）の代表理事に出したの
がきっかけであった。この手紙を機に、MEHA の
管理のもとで1886年にか所の砂場が設置され、翌
年には住宅街の庭などに10か所の砂場、学校の校庭
にひとつの砂場が設置された8)。その後、ボストン
では、表のとおり、開放される期間、曜日、時間
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2）Joe L. Frost, A History of Children’s Play and Play Environments : Toward a Contemporary Child-Saving Movement
(New York : Routledge, 2010）, ch. 4.
3）Dominick Cavallo, Muscles and Morals : Organized Playgrounds and Urban Reform, 1880-1920 (University of
Pennsylvania Press, 1981) ; Howard P. Chudacoff, Children at Play : An American History (New York : New York
University Press, 2007), chapter 4
4）菅野文彦「アメリカ革新主義期における都市公立学校の機能拡大に関する考察―Welfare-oriented progressives によ
る民間事業からの影響に着目して―」『日本の教育史学』第29集（1986), 150-168頁
5）Jacob A. Riis, How the Other Half Lives : Studies among the Tenements of New York (New York : Charles Scribnerʼs
Sons, 1890)
6）Vasil Stoyan Tsanoff, Educational Value of the Children’ s Playgrounds : A Novel Plan of Character Building,
(Philadelphia, 1897), pp. 11-12
7）Joe L Frost, op. cit. pp. 84-89. “Honor Paid Joseph Lee : Cities Pay Tribute to HisWork in the Interest of Recreation,”
The New York Times, July 24, 1938.
8）Joseph Lee, Constructive and Preventive Philanthropy (New York : The Macmillan Co., 1913), p. 125
等が制限されていたが、次々に遊び場が設置され
た｡9)
ザクシャフスカが医師であり、多くの医師が参加
しているMEHAへの訴えがきっかけであったこと
からわかるように、遊び場設置の直接の契機は、子
どもの健康や衛生への配慮、すなわち子どもの救済
が目的であった。同時に、「都会の貧民街から子ど
もを救い出して、適切なモラルとマナーを身につけ
させること」も目的にしており、上流階級の女性の
立場を反映していた10)。MEHA は、子どもへの救
済と、子どもへの価値観の注入という二つの目的を
もっていたのである。
19世紀末に同州で遊び場が増えていった状況を示
しているのが表である。この表から次の四点を確
認することができる。第一は、遊び場への公的な支
援が始まったことである。慈善として始まった遊び
場設置だったが、MEHA は1889年に初めて市から
1000ドルの補助金をもらうと、その後は、屋外体操
場の設置や監督者確保などのための援助を受け、
1899年以後は、毎年相当の財政的援助を受けること
になった。
第二は、遊び場の監督者が置かれるようになった
ことである。最初は近所の親がヴォランティアで子
どもの面倒をみていたが、しだいに、訓練を受けた
専門の監督者が担当するようになった。
第三は、遊び場の開場日数が増え、期間が長く
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9）Clarence E. Rainwater, The Playmovement in the United States : A Study of Community Recreation (Chicago :
University of Chicago Press, 1922), pp. 24-25.
10）Jerry G.Dickason, “The Origin of the Playground : The Role of the BostonWomenʼs Clubs, 1885-1890,”Leisure Sciences,
Vol. 6, No. 1 (1983), p. 87
1890
1891
1892
1893
1894
1895
1896
1897
1898
1899
1900
表 マサチューセッツ緊急衛生協会による遊び場の設置状況（1885-1900)
なし 近所の母親 15人平均／日
遊び場
の数
維持費
週あたりの
開場時間
開園期間 場所 公的援助 管理 日当利用者数
1885
1886
1887
1888
1889
出典：Rainwater (1922), The Play Movement in the United States : A Study of Community Recreation, pp. 24-25
設置年
不明
3 寄付 時間、日間
週間
（:月と;月）
教会 なし 近所の母親 不明
2 寄付 時間、日間
週間
（:月と;月）
教会
1,000
10 見守り員雇用費 時間、日間
週間
（:月と;月）
校庭:、裁判所
<、空き地
なし 見守り員雇用 400
10
遊具=ドル；見
守り員雇用費
時間、日間
週間
（:月と;月）
教会 なし 見守り員雇用
不明
17 ？ 時間、日間
週間
（:月と;月）
ほとんどが校庭
チャールズバンク男児用屋外体
操場設置
見守り員雇用 不明
11 ＄ 928.04 時間、日間
週間
（:月と;月）
上記に空地追
加
1000ドル、およびチャールズバ
ンク男児用屋外体操場設置
見守り員雇用
1,400／日
10 ？ 時間、日間
36日
（:月と;月）
ほとんどが校庭
チャールズバンク男児用および
女児用屋外体操場設置
見守り員雇用
1,210／日
43,560／シーズン
10 ？ 時間、日間
週間
（:月と;月）
ほとんどが校庭
チャールズバンク男児用および
女児用屋外体操場設置
見守り員雇用
1,804／日
128,240／シーズン
10 ＄ 1,395.00
時間
（毎日、日曜日を除く）
50日
（:月と;月）
全て校庭
チャールズバンク男児用および
女児用屋外体操場設置
監督者と幼稚園補助
員
1,588／日
79,400／シーズン
10 ＄ 1,407.71
時間
（毎日、日曜日を除く）
36日
（:月と;月）
校庭=、空地
チャールズバンク男児用および
女児用屋外体操場設置
監督者と幼稚園補助
員
1,827／日
10 ＄ 1,688.00
時間
（毎日、日曜日を除く）
10週間 全て校庭 ブラントン遊技場を購入 監督者と補助員22名 1,802／日
10 ＄ 1,526.38
時間
（毎日、日曜日を除く）
10週間 全て校庭
ボストン市公園課がフランクリ
ン・フィールドを購入
監督者と補助員22名
4,000／日
12 ＄ 1,849.00
時間
（毎日、日曜日を除く）
10週間 全て校庭 20の遊び場を追加 監督者と補助員22名 2,080／日
10 ＄ 1,480.32
時間
（毎日、日曜日を除く）
10週間 全て校庭
チャールズバンク、フランクリ
ン・フィールド、ブライトン
監督者と補助員22名
21 ＄ 4,200.00
時間
（毎日、日曜日を除く）
10週間 全て校庭 3000ドルを市が援助 監督者と補助員64名 4,000／日
21 ＄ 4,313.77
時間
（毎日、日曜日を除く）
10週間 全て校庭 3000ドルを市が援助 監督者と補助員66名
なったことである。ただし、通年で毎日開場という
のは、1900年時点ではまだない。開場期間が夏期に
限定されているのは、夏休みの子どもを対象にして
いたからである。
第四は、遊び場が学校の庭に付設されるように
なったことである。このことは、公教育の施設・設
備と子どもの遊び場との関係をどのようにつくるか
という課題、すなわち、公教育のなかに遊びをどの
ように組み込むかという課題が生じていたことを意
味する。
このように、19世紀末において、マサチューセッ
ツ州の遊び場は、慈善的な事業として始まったが、
公的な援助を受けたり、学校の施設・設備を利用し
たりすることで、公教育とのつながりを強めつつ
あった。
Ⅱ 遊び場への公的支援の始まり：学校
か公園か
 学校理念と公園理念
子どもに遊び場を提供するための公的支援は他の
多くの都市でも始まった。遊び場を設置するときの
焦点は、遊び場の管理主体をめぐる問題、すなわち、
遊び場を管理するのは教育委員会なのか、あるい
は、市または州の部局（もしくは、市・州の支援を
受ける民間団体）なのか、という点であった。教育
委員会が主体となって遊び場を管理するならば、遊
び場は子どもを教育するための施設と見なされる。
市・州の部局なら、遊び場が地域住民に広く開放さ
れ、地域住民のリクリエーションの場所になる。本
稿では、前者を学校理念の遊び場、校舎を公園理念
の遊び場として区別してみたい。
このように、学校理念と公園理念という観点から
遊び場を区別したのは、アメリカ遊び場協会が設立
された当初、その事務局長であったヘンリー・S.・
カーティス（Henry S. Curtis）であった。彼は、
1907年のアメリカ遊び場協会での演説で、その当
時、学校理念が強まりつつある状況を報告してい
た11)。また、1913年にイギリスの教育院が発表した
『アメリカにおける遊び場運動とその公教育との関
係』と題する報告書も12)、アメリカにおける遊び場
運動は、社会センターとしての学校建設と、学校か
ら独立したリクリエーションシステムの構築という
二つの方向へと展開しつつある状況を紹介してい
る。前者は学校理念、後者は公園理念に対応する。
イギリス教育院の報告書はこの観点から四つの型を
紹介している。公園理念に基づくのがシカゴ型で、
折衷型としてボルティモア型とニューヨーク市型、
学校理念にもとづくのがゲーリー型である。本稿で
は、それぞれを公園型、遊び場協会主導型、学校主
導型、学校公園一体型と呼び、イギリス教育院の報
告書を主な資料として、それぞれの実態をみてみよ
う。
 公園型（シカゴ型）
公園型は、市のすべての遊び場を、ひとつまたは
いくつかの公園局の管理下に置く方式である。この
方式はシカゴ市で採用された。この地域には、イリ
ノイ州法によって、シカゴ市から独立した北公園
局、南公園局、西公園局が設置されていた。また、
市の周辺地区の人々にも公園や遊び場を確保するこ
とをねらいとして、外部公園審議会が設置されてい
た13)。さらに、これらとは別に、シカゴ市が1899年
に設置した特別公園審議会があって、これは私的な
会社によって維持されていたものを引きついでい
た。シカゴ市は、人口も面積も急速に拡大をしてい
たので、すべての市民の利害を守るためにはこのよ
うな各種の委員会が必要であったのである。
公園は子どもだけのものではなく、一般の人々も
利用ができる。したがって、いろいろな屋内施設を
持っていた。例えば、南公園では、屋内体操場、ダ
ンス・ホール、講堂、劇場、図書館、クラブ・ルー
ム、遊戯室、手工室、浴場などがあった。各種の社
会的なクラブが公園内にある部屋を拠点に活動した
のである14)。南公園の屋内競技場と遊び場の監督を
していたグルート（E. B. Groot）は、「受動的な楽
しみよりも能動的なリクリエーション」、「人民の、
人民による、人民のための」リクリーションを理想
としていた15)。
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11）Henry S. Curtis, “Playground Progress and Tendencies of the Year,” Proceedings of the First Annual Congress of the
Playground Association of America, held on August 3, 1907, pp. 25-29
12）Board of Education, U.K. The Playground Movement in America and Its Relation to Public Education,Education
Pamphlets, No. 27 (London : HMSO, 1913)
13）シカゴ市の人口は1880年に約50万人、1910年に約218万人、面積は1887年に36,000平方マイル、1910年に191,000平
方マイルに急増した。Board of Education, U.K. , op. cit. p. 19
14）Board of Education, U.K., op. cit. pp. 18-20.
公園での遊び指導者を養成するために、シカゴ市
は、1911年10月にシカゴ遊び場指導員養成学校を開
校した。年コースで、内容は講義と遊び場での実
習で構成されていた。その設立趣意書によると、
．世界のフォーク・ダンス、<．子どものゲーム、
．お祭りと野外劇の組織、．リズム―実践と理
論、A．ソーシャル・ダンス、．身体訓練と体操、
:．団体試合と運動競技、;．応急手当、=．解剖
学、生理学、衛生学、10．演劇（児童劇）、11．10
歳以下の遊びとゲーム、12．冬季の遊びと街路での
遊び、13．物語を話すこと、14．人類学（このコー
スの目的は、原始的生活の実態をよく調べ、それが
子どもの生活や子どもの役割と関連を持っているこ
とを示すことである）、15．児童研究、16．教育学、
17．クラブの組織、が列挙されている16)。14〜17に
みられるように、児童研究とのつながりを強く示す
ものが多い。14の注意書きは、科目の説明としてつ
いていたものである。反復説に基づいた発達観が明
確に現れている17)。
公園型は、施設や設備においても、遊びの指導員
養成においても、学校教育との積極的なつながりは
ほとんどない。
 遊び場協会等主導型（ボルティモア型）
遊び場協会等主導型は、遊び場協会その他の民間
団体が、公立学校の校庭を遊び場として利用して、
市または教育委員会からの援助を受ける形である。
19世紀末のボストンがこれにあたるが、メリーラン
ド州ボルティモアが典型である。ボルティモアを見
てみる。
ボルティモア遊び場協会は、1894年に遊び場を開
設した。とりあえず、場所は確保したものの、適切
な指導者がおらず、管理は不十分であり、遊び場は
十分に利用されず、放置され、少年ギャングのたま
り場となってしまった。その結果、近隣の不安を掻
き立てる事態になってしまい、まもなく公園は閉鎖
を余儀なくされた。
この経験を経て、ボルティモア遊び場協会は1897
年から新たな活動を始めた。今度は、公園の管理
と、指導者の養成を重視した。1913年に遊び場協会
が管理していた遊び場は27か所あった。そのうち、
18か所は校庭にあり、=か所が公園にあった。教育
委員会は校庭にあるものについては維持にかかる経
費を援助し、その中の12か所では設備の提供もし
た。市からは、年間14000ドルの補助金があった。
ボルティモアには、遊び場協会とは別に、公共運動
競技連盟（Public Athletic League）があった。これ
は主に12歳から18歳の青年を対象にしたリクリエー
ションを組織した団体である。この団体に対しても
市から直接に補助金が年間3000〜4000ドルが支給さ
れた。連盟は、夏休みには、野球やバスケット大会
や徒競走のために公園を使うし、冬には校舎やセツ
ルメント・ハウスやマーケット・ホールや礼拝堂な
ど、どのようなものであれ、利用できる建物は利用
した。大勢の観客を集めて、野球のリーグ戦を開催
するなど、公共運動競技連盟は青年を対象にしたリ
クリエーションが中心であった。校舎を利用するな
ど、学校とのつながりはあったが、公共運動競技連
盟が主導した遊び場運動であった。
遊び場協会は遊び場指導者養成クラス（Training
Class for Playground Directors, Baltimore）を設置
していた。クラスは<週間以上の遊び場での実習、
およびか月またはAか月の講義で構成されてい
た。講義の内容をみると、「遊びの象徴主義」、「青
年期の女子」、「男子および女子のための運動」、「図
書館仕事と物語の影響」、「遊びと性格形成」などで
あり、幼児の遊びから青年の運動までを含んでい
た。指導員の養成でも、遊び場協会が主体的に関与
していたのである18)。
 学校主導型（ニューヨーク市型）
学校主導型は、教育委員会が中心となって遊び場
を管理し、他の審議会等がそれに協力する形であ
る。ニューヨーク市には、全部で348か所の遊び場
があったが、公園委員会や地域の遊び場協会などが
管理するのは57か所のみで、他の291か所は教育委
員会の管理下にあった。ニューヨーク市は土地代が
高く、混雑しており、校舎や校地も不足していた。
アメリカにおける遊び場運動の起源と展開
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15）Clarence E. Rainwater, The Play Movement in the United States : A Study of Community Recreation (Chicago :
University of Chicago Press, 1922) p. 102.
16）Board of Education, op. cit. p. 34.
17）E.B. Groot, “Suggestions to Instructors in Municipal Playgrounds and Gymnasiums,” in Everett Bird Mero ed.,
American Playgrounds, Their Construction, Equipment, Maintenance and Utility (Boston : American Gymnasia Co.,
1908), pp. 98-107.
18）Board of Education, U.K. op. cit. pp. 16-18, 39
遊び場を確保するには、建物の屋上、庭、川辺など、
いろいろな場所を有効に利用する必要があり、なか
でも、校舎が積極的に利用された。
教育委員会とは別に、1903年に公立学校運動競技
連盟（Public Schools Athletic League）が結成され
た。目的は、公立学校の男子にゲームやスポーツな
どいろいろな種類のリクリエーションをする機会を
与えることであった。<年後には女子のための部会
もできた。連盟の生みの親はギューリック（Luther
Halsey Gulick）であった。彼は、1889年にニュー
ヨーク大学の医学部を卒業したあと、『体育評論』
の編集長（1900-1902）、アメリカ体育協会代表
（1903-06）なども務めており、全国の体育を推進す
る運動およびその理論の指導者のひとりであっ
た19)。彼は1903年から1907年までニューヨーク市教
育委員会にいて、その間に、体育部主事として学校
での運動競技の普及に力を尽くし、同時に、同連盟
も結成したのである。
公立学校運動競技連盟の活動に対する教育委員会
からの財政援助はなかったが、ギューリックは、連
盟の活動を広く宣伝して新聞社や出版社等の支援を
取り付けた。そして、イースト・サイドの視学で
あったヘンリー・カーティスなどとともに、教育委
員会の理解と教員の協力を得て、運動競技の普及を
図った20)。ニューヨーク市の遊び場運動は、教育委
員会との関係が密接であった21)。
 学校公園一体型（ゲーリー型）
学校公園一体型は学校社会センター型と呼ぶこと
もできる。学校の校庭や校舎の一部を遊び場として
子どもや一般の人たちに開放する形である。多くの
場合、そのきっかけは、夏休みに校庭を子どもに開
放することから始まった。その後、放課後や、日曜
日にも開放するようになり、地域住民にも徐々に開
放していき、結局、学校が地域の社会センターとし
ての機能をもつようになったのである。例えば、カ
リフォルニア州のアラメダの教育委員会は、すべて
の学校の運動場は、昼休みと放課後の時間は、教
師の監督のもとで、組織されたゲーム（organized
games）ができる場所であるという趣旨の規則を作
成した。教師の負担が増えるので、当初は教師に不
評であったようだが、教育長は子どもの成績が上昇
したことや処罰を受ける子どもが50％も減少したと
いう成果を上げたと報告した。その結果、自主的に
教師が遊び指導に取り組んでくれ、教師と生徒の間
で相互の理解が深まったという22)。また、ミシガン
州デトロイトでは、1900年頃に、すべての学校に
400人乃至500人ほどを収容できる講堂を設置した。
講堂を10月から月までの間、週にA日、夜間に一
般の人々に開放したのである。ニューヨーク州ロ
チェスターでは、すべての公立学校に体育館、浴場、
クラブ・ルームを設置した。そして、公立学校は近
隣住民が学校の施設を必要とするときはいつも、社
会センターとして利用されるべきであるという布告
を、教育長が出した。
これらの市では、遊び場の管理は教育委員会と公
園局が共同で管理することになっている。市は、公
園やリクリーションに対してだけでなく、校舎・校
庭の設備に対しても予算を配分することができる。
つまり、学校の施設・設備は、いろいろな用途で、
多くの住民に利用されるのだから、教育委員会だけ
でなく市からも財政的な援助を受けるのである23)。
学校の遊び場や諸施設を広く住民に開放したこと
で、最もよく知られているのは、インディアナ州
ゲーリーの公立学校である。ゲーリーの町は1906年
に US スティールの工場ができてから急速に発展
し、1910年に16,000人だった人口が、1912年には
26,000人に急増していた。これに対応するために、
新しい校舎と校庭が必要であった。ゲーリーの教育
長は、「働き・学び・遊ぶ学校」（ゲーリー・プラン）
という理念を打ち出して、子どもたちが、学校で三
つの活動すべてができるようにした。学校は、講
堂、体育館、プール、手工室、図書館、幼稚園など
の多くの特別教室や設備を備えていただけでなく、
校舎の周囲には広い運動場や学校園や動物を飼育す
るための設備などを確保した。「働き・学び・遊ぶ」
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19）Phyllis M. Ford, “Luther H. Gulick, 1865-1918,” in Hilmi Ibrahim ed. Pioneers in Leisure and Recreation, (Reston, VA:
American Alliance for Health, Physical Education, Recreation & Dance, 1989) pp. 79-92.
20）Ethel Josephine Dorgan, Luther Halsey Gulick, 1865-1918,（New York : Bureau of Publications, Teachers College,
1934) pp. 71-92
21）Board of Education, U.K., op. cit., p. 14
22）Board of Education, U.K., op. cit., p. 13
23）佐々木豊「アメリカ都市『コミュニティ』の再生―革新主義時代における『スクール・ソーシャル・センター』運動」
（1991）『史學』（三田史学会）61巻（1991年12月）、107-132頁
という理念にもとづいて、子どもたちはいろいろな
場所を移動するので、すべての施設を有効に利用す
ることができる。こうすれば、学校建設にかかる費
用は大きくても、その設備を利用する人が多いの
で、無駄な経費とは見なされないのである。
ゲーリー・プランで注目されるのは次の二点であ
る。ひとつは、働くこと、学習することと並んで、
遊ぶことが、教育課程の柱のひとつになっていたこ
とである。そのための場所は、屋内にも、屋外にも
十分に確保されていた。もうひとつは、子どもだけ
でなく、地域の大人も学校の諸設備を利用できると
いうことである。大人のための夜間学校を開いた
り、講堂や体育館で住民の会合を開いたりしたし、
図書館は公共図書館の一部であった。ゲーリー公立
学校は、「公共図書館、素晴らしい屋内競技場をも
つ公園、そして学校が結合したもの｣24)であった。
学校は公園と一体化した社会センターとしての機能
をもっていた25)。
1910年代には、ロチェスター、デトロイト、ゲー
リーのように、校庭と校舎と諸設備を地域に開放す
ることで、学校を地域のセンターにしようとする動
きが全国の注目を浴びていた。
Ⅲ アメリカ遊び場協会の成立と変質
 アメリカ遊び場協会の結成
1900年ころには、子どもを路上で遊ばせておくの
ではなく、整備された遊び場を与えようとする動き
が各地で盛り上がっていた26)。1900年に遊び場を支
援していた都市は14に過ぎなかったが、1906年には
それが41になっていた27)。
こうした動きの中から、各地の動きをまとめる全
国的な組織、アメリカ遊び場協会（PAA）が1906
年に誕生した。中心になったのは、ニューヨーク市
で体育普及のために活躍していたギューリックと、
ワシントン D.C.で遊び場監督官であったカーティ
スであった。カーティスはG.S.ホールのもとで児童
研究を学んで学位を取得し（1898）、1902年にドイ
ツやイギリスを訪問して、子どもの遊び場の実態を
観察してきた。その後ニューヨーク市で、遊び場管
理官やイースト・サイドの視学を務めた。ギュー
リックとの協力関係ができたのはこの時であった。
カーティスは1906年にニューヨークを離れたが、そ
の後も二人はアメリカ遊び場協会の設立と発展に協
力した28)。
PAA の設立を話し合う会議は、1906年月12日
から14日にかけて、ワシントンD.C.の YMCA会館
で開かれた。ギューリック、カーティスのほか、遊
び場運動を進めていた人々が各地から集まった。そ
の中には、大都市の貧困層の生活を克明に描いて環
境改善を訴えていたジャーナリストのジェイコブ・
リース、シカゴでセツルメント・ハウス（ハル・ハ
ウス）を経営していたジェイン・アダムズ（Jane
Addams）なども含まれており、彼らはホワイトハ
ウスでセオドア・ローズヴェルト大統領に会って歓
迎された。
会議では、類似の活動にすでに取り組んでいたア
メリカ市民協会（American Civic Association）の
ような組織と、新しい組織が合流するかが検討され
たのち、独立した組織をつくることを決定した。役
員は、名誉会長にセオドア・ローズヴェルト大統領、
名誉副会長にジェイコブ・リース、会長にギュー
リック、副会長にヘンリー・マクファーランド（ワ
シントン. D.C.）、ジェイン・アダムズ（シカゴ）、
ジョセフ・リー（Joseph Lee、ボストン）の名、
事務局長にカーティスが決まった29)。会議は翌年に
シカゴで第回全国大会を開催することを決めて散
会となった。
大統領はホワイトハウスで、学校が子どもに遊び
場を提供すべきであると強調した。大統領はジェイ
コブ・リースなどとの交流を通して遊び場に強い関
心をもっており、「子どもは街路で遊ぶことが許さ
れていないが、他に遊ぶ場所がないのだから、街路
アメリカにおける遊び場運動の起源と展開
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24）William A. Wirt, The Great Lockout in America’s Citizenship Plants, (Gary, Indiana : Printed by students of Horace
Mann School, 1937) p. 6
25）ゲーリー学校については、宮本健市郎「アメリカ進歩主義教育運動におけるコミュニティと学校―1910年代のゲー
リースクールの研究―」『東京大学教育学部紀要』第23巻 (1983) pp. 275-285頁.
26）“For More Playgrounds : An OrganizedMovement in Behalf of the Children̶ToMinimize theNecessity for Hospitals
and Charity Asylums,”The New York Times, Dec. 11, 1890 ; “Bostonʼs Parks and Schools,”The New York Times, April
30, 1893.
27）Carleton Yoshioka, “Henry Stoddard Curtis, 1870-1954,” in Ibrahim ed., op. cit. p. 106
28）George D. Butler, Pioneers in Public Recreation, (Minneapolis : Burgess Publishing Co., 1965) pp. 27-28.
29）Washington Times, April 12, 14, 1906 ; The Evening Star (Washington, D.C.) , April 13, 1906 ; The New York Times,
April 13, 1906
で遊ばないわけにはいかない」という状況をよく理
解していたのである30)。翌年のシカゴ大会の際に
も、ドイツやイギリスではゲームが学校の教育課程
に入っていることを指摘して、「すべてのアメリカ
の公立学校がリクリエーションのための場所と時間
を提供すること」というメッセージを送った31)。子
どもを街路から救い出し、遊び場を提供することを
協会に期待していた大統領にとって、遊び場は学校
教育の補完または延長であった。
遊び場運動を学校教育の延長として捉えたのは、
会長のギューリックも同じであった。1907年月に
創刊されたアメリカ遊び場協会の機関誌『遊び場』
第号で、ギューリックは、「すべての公教育制度
において、どの学校も遊び場と仕事場を不可欠の一
部とすべきである。子どもの自己活動には、学校の
中で、もっと大きな自由と十分な場所が与えられる
べきである｣32)と宣言した。彼も、子どもの自己活
動を強調しながら、遊び場の設置を学校教育の発展
とみなしていたのである。
1907年月20日から22日まで、第回 PAA全国
大会がシカゴで開催された。参加者は30の都市から
約200人であった。参加者のなかにはラッセル・セ
イジ財団関係者がいて、PAA の活動を支援するた
めに<万ドルの支援を申し出た。これによって
PAA は財政的な基盤を得、ラッセル・セイジ夫人
は協会の名誉会員となった33)。また、ギューリック
は、1907年から1913年までラッセル・セイジ財団の
児童衛生部門主事を務めるなど、この頃、PAA と
財団とのつながりは強固であった。
PAA が結成されたのち、公的な支援を受けた遊
び場が全国に普及していった。1905年に24の都市が
87の遊び場を設置していたが、1911には257の都市
が1543の遊び場を設置し、1917には、481の都市が
3940の遊び場を設置していた。遊び場指導員の数
は、1911年に全米で4132人、1917年には8748人で
あった。しかもその大半は、PAA が実施する試験
に合格したことで採用されていた。レインウォー
ターは、アメリカ遊び場協会が公表したデータに基
づいて、よく管理された遊び場を新たに設置した都
市の数を調査した。その結果が表<である。1908年
以後に急増していることがわかる。表は、通年で
開放している遊び場を設置している都市の数と、そ
こで指導員として働いている指導員の数である。
1910年代に徐々に増えていたことを示している。
PAA の最初の10年はまさに「遊び運動の黄金時
代｣34)であった。
 アメリカ遊び場協会の基本方針
『遊び場』創刊号（1907年月）では、冒頭にロー
ズヴェルト大統領の手紙と肖像、つぎにギューリッ
ク会長の簡潔な宣言文があり、そのあとで、事務局
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30）The Evening Star, April 13, 1906；“President Says Get Playgrounds ̶ Wants One Within Easy Walking Distance of
Every Boy and Girl ̶ Necessary as Schools,” The New York Times, February 21, 1907.
31）“A Letter From President Roosevelt in Favor of Public Playgrounds,” The Playground, No. 1 (April, 1907), p. 5
32）Gulick, “The Playground,” The Playground, No. 1 (April, 1907), p. 7
33）Carleton Yoshioka, op. cit. pp. 106-107.
34）Cavallo, Muscles and Morals, p. 45.
1897
1898
1899
1900
1901
1902
1903
1904
表 管理された遊び場が初めて設置された都市の数
1906 9
1 1905 4
都市数 設置年 都市数
1885
1889
1893
1894
1896
出典：Rainwater, The Playmovement in the United States, p. 20
設置年
35
1 1909 35
2 1908 13
1 1907 6
2
116
7 1913 70
1 1912 43
4 1911 43
2 1910
5 Total 504
2 1917 52
2 1916 43
5 1915
1914
1915
1916
1917
1918
表 通年で開放している遊び場がある都市の数
377 14
68 37
32 12
都市の数
通年で雇用されてい
る遊び指導員
通年の遊び場設備をも
つ都市の割合（％）
1909
1910
1911
1912
1913
出典：Rainwater, op. cit. p. 206
年
29
111 1053 25.7
no data no data no data
68 337 20
63 655 22
36
128 1530 34.3
140 1454 29.3
108 675
長のカーティスが協会の目的を詳細に述べている。
協会が設置された当初の目的や理念を理論的に整理
し、かつ、具体的な活動につなげたのはカーティス
であった。彼によると、アメリカ遊び場協会の目的
を要約すると以下の点である。
①遊び場の建設や管理計画について研究し、実現
を図ること
②遊び場についての文献を収集すること
③収集した情報を公衆に周知すること
④訓練を受けた遊び場指導者を登録し管理するこ
と35)。
この内容はアメリカ遊び場協会憲章に明文化されて
いる。その冒頭部分をみておこう。
第章 本協会の名称は「アメリカ遊び場協会」
とする。
第<章 本協会の目的は、全国の遊び場について
の情報と関心を集め、広めることであ
る。また、本協会は、すべての地域に遊
び場と運動競技場を普及させ、学校と連
携して遊びを指導することに努める36)。
憲章では、このあとに、協会が博物館や図書館を
所有することや、全国の会員に情報提供することな
どが書かれている。こうして、アメリカ遊び場協会
の憲章が定まった。
しかしながら、アメリカ遊び場協会がどのような
理念と思想に基づいて、どのような形態の遊び場を
作ろうとするのか、憲章から読み取ることはできな
い。学校教育と公園の遊び場との連携をどのように
作っていくのか、方向性は定まっていなかった。そ
れを象徴しているのが、協会の名称変更である。
1906年にアメリカ遊び場協会（PAA）と決定した
ものの、1911年にアメリカ遊び場リクリエーション
協会（PRAA）に変更され、さらに1930年には全米
リクリエーション協会（NRA）になった37)。名称
の変更から推測されるのは、遊び場とリクリエー
ションとの関連について協会の理念の揺れがあった
ことである。具体的には、遊び場は学校理念に基づ
くべきか、それとも、公園理念に基づくべきか、と
いうことであった。
 基本方針をめぐる葛藤
学校理念と公園理念のいずれを採用するか。全国
大会での報告や、機関誌『遊び場』等をみると、
PAA が発足した当時、選択肢が四つあったことが
わかる。
第一は、遊び場協会が主体性を維持しつつ、遊び
場を学校教育とつなげる方向、ボルティモア型であ
る。ボストンをはじめとして、遊び場設置の運動は
慈善事業から始まり、次第に公的な援助を受け、公
立学校の設備を使用する形が普及した。遊び場協会
や市の公園局などが、教育委員会等の援助を受けな
がら、遊び場の確保や管理に関与をするのである。
第二は、教育委員会が中心となって、学校と遊び
場の連携を進める方向、ニューヨーク市型である。
この方向を明確に進めたのはギューリックとカー
ティスである。ギューリックはニューヨーク市の公
立学校体育主事であり、体育を教科として発展させ
た。彼が組織した公立学校運動競技連盟は教育委員
会からの財政援助は受けなかったが、学校教育を通
して、子どもの遊び活動の保障を目指していた。学
校は校舎や敷地をすでにもっており、これを有効に
使うことは一般住民の支持を得やすかった。
カーティスは、1909年月まで PAAの事務局長
をしていたが、事務局長を退いたあと、1910年代に
アメリカでの遊び場運動の理論や実践例を紹介する
多くの著書を刊行した。彼によると、現代では子ど
もは学校で長い時間を過ごすのだから、体育や遊び
を学校が用意する必要がある。学校のグラウンドを
拡充したり、木を植えたり、遊具を備えたりすると
よい。遊びは教育の重要な部分であるから、教育委
員会が管理すべきであるというのが彼の主張であっ
た38)。実際、多くの市が、公立学校制度の一環とし
て、遊び場を構想し始めたのである39)。
PAA の成立に中心的な役割を果たしたギュー
リック、カーティス、そして大統領も、学校理念を
支持していた。イギリスの報告書（1913）は、
アメリカにおける遊び場運動の起源と展開
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35）Curtis, “Foreword by the Secretary,” The Playground, Vol. 1, No. 1 (April, 1907), pp. 9-10.
36）“Constitution of the Playground Association of America,” The Playground, No. 3 (June, 1907), p. 13.
37）さらに、1965年には、他の三つの協会と合流して、全米リクリーション公園協会（National Recreation and Park
Association）となった。
38）Curtis, School Grounds and Play, Department of the Interior, Bureau of Education, Bulletin, 1921, No. 45 (Washington,
D.C. : Government Printing Office, 1922), p. 25.
39）Curtis, “The Growth, Present Extent and Prospects of the Playground Movement in America,” The Pedagogical
Seminary, Vol. 16, No. 3 (Sep., 1909), pp. 344-350.
PAA が学校教育の拡張の方向で進んでいることを
指摘していた。PAA は当初、この方向に進みつつ
あった。
第三は、遊び場を自由なリクリエーションの場と
して発展させる方向、シカゴ型である。その場合、
子どもだけが対象ではなくなり、成人をも対象に含
み、遊び場は限りなく公園に近づく。この方向を示
したのは、ジョセフ・リーであった。彼は若いころ、
ボストンで「街路で遊んでいるだけで子どもが逮捕
されている」ことを目撃した。そのことが子ども救
済運動に取り組むきっかけであった40)。ボストンで
は早くから慈善団体が子どもに遊び場を提供してい
た。リー自身も裕福な家庭の出身であり、1898年か
ら私財を投じて遊び場を提供していた。その後、遊
び場の設置を州に働きかける運動をし、ついに1908
年に、人口万を超える町は遊び場を設置するかど
うかを住民投票にかけなければならないという法律
の成立にこぎつけた。23の町のうち21の町で、遊び
場の設置が可決され、同州にさらに遊び場が普及し
た。この間、約10年をかけてボストンの非行児童の
調査をしたり、1897年にはマサチューセッツ市民連
盟（Massachusetts Civic League）を設立したりし
て、リーは社会福祉の研究者、実践者として活躍し
ていた41)。
リーは、学校によって管理される遊び場ではなく
て、インフォーマルで自由な遊び場が理想と考えて
いた。リーが私財を投じて遊び場を設置、運営した
り、自らマサチューセッツ市民連盟を設立したりし
たのは、市や公園局や教育委員会からの干渉を排除
することがねらいであった42)。リーによれば、遊び
は自由であるからこそ、機械化や都市化が進んでし
まった「文明に対する解毒剤」であった。若者が機
械文明に反発したり、既存の法律を破ったりするの
は自然なことで、そのような本能を発揮させない限
り、若者の発達は行き詰まる。遊びには、リクリ
エーション（再創造）としての意義があるという43)。
第四の方向は、学校を社会センターにする方向、
ゲーリー型である。学校は、子ども対象の教育の場
所であるだけでなく、公園、図書館、遊び場にもな
る。利用するのは子どもに限らず、成人にも開かれ
る。公園と学校を一体のものにすることで、学校を
中心とした地域づくりにつなげることがねらいで
あった。
PAA のなかで、校舎・校庭を地域の人々に開放
するという理念を、もっとも積極的に主張したの
は、ラッセル・セイジ財団のリクリエーション部門
で研究に従事していたクラレンス・A・ペリー
（Clarence A. Perry）であった。ペリーは『広範囲
におよび学校施設の利用』（1911）を著し、夜間学
校、休暇学校、講演会、運動競技会、投票場など、
住民が学校施設をいろいろな方法で利用し始めてい
ることを詳細に紹介した。そして、そのことが社会
改善とコミュニティの形成につながることを期待し
た44)。
遊び場運動に従事しながら、ペリーは、子どもに
遊び場を提供するための場所としてよりも、地域全
体に奉仕するセンターとして、学校をとらえた。
「社会センターの中心的な目的は、地域社会への関
心、近隣住民としての精神、そして我々が都会に来
る前に知っていた民主主義を、発達させること｣45)
であった。ペリーは、公園と学校と遊び場を一体化
した地域づくりを目指した。ペリーの有名な近隣住
区論が、ここから発展したのである。
 アメリカ遊び場リクリーション協会への名称
変更
PAA は、成立した当初、第二の道、すなわち、
学校のなかに遊びの時間や設備を導入する方向で進
みつつあった。しかし、この方向は、1909年に大き
く転換した。そのことを内外に示したのは、協会役
員の交替と、協会の名称変更であった。1909年月
に、カーティスが事務局長を退任した。1910年:月
に、ギューリックが代表を退き、ジョセフ・リーが
会長に就任した。さらに、1911年月に PAA は、
アメリカ遊び場リクリーション協会（PRAA）に名
称を変更した。
この一連の動きから、協会が第三の道を選んだこ
とは明白であった。学校教育との連携、学校教育の
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40）“Honor Paid Joseph Lee,” The New York Times, July 24, 1938
41）Allen Sapora, “Joseph Lee, 1862-1937,” in Ibrahim ed., op. cit. p. 68
42）Allen Sapora, op. cit. pp. 70-71.
43）Joseph Lee, “Play as an Antidote to Civilization,” The Playground, Vol. V, No. 4 (July, 1911), pp. 110-126.
44）Clarence Arthur Perry, Wider Use of the School Plant (New York : Charities Publication, 1911）.
45）Clarence A. Perry, “School as a Social Center,” in Paul Monroe ed. A Cyclopedia of Education, Vol. 4 (New York : The
Mcmillan Co., 1913）, p. 263
拡充を志向していたカーティスとギューリックは、
1910年代になると協会の活動から距離を置き始め
た。カーティスは第一次世界大戦でフランスに行っ
たのち、ミシガン大学で研究者の道に進む。ギュー
リックは1910年代の初めにアメリカのボーイスカウ
トやガールスカウト協会の設立に協力したり、世界
大戦中は YMCAの戦争に関する業務に携わったり
するなどいろいろな分野で活躍したが、PRAA と
の関係はほとんど失くしたまま、1918年に死去し
た。ペリーは、ラッセル・セイジ財団での仕事を
1937年まで続けるが、彼の関心は遊び場よりも、近
隣住区論に移行していった46)。
このようななかで、ジョセフ・リーは、PRAA
代表、1930年からは全米リクリエーション協会代表
として、アメリカのリクリエーション運動の指導者
として精力的な活躍を続け、「アメリカ遊び場運動
の父47)」と称され、その地位を不動のものにしたの
である。
おわりに
1910年代初期の遊び場運動を概観するとき、その
運動がもっていた可能性と、その運動の歴史的意義
は、次のようにまとめることができよう。
第一に、遊び場運動は慈善活動から始まったが、
20世紀初頭には、公教育の一環として、学校教育と
のつながりを強めた。
第二に、全国の遊び場運動を統合したアメリカ遊
び場協会は、四つの方向に展開する可能性があっ
た。①遊びを学校教育とつなげる方向、②学校教育
の中に遊びを取り入れる方向、③遊びをリクリエー
ション運動へ発展させる方向、④学校を中心とした
地域づくり（学校社会センター運動）の方向である。
第三に、アメリカ遊び場協会は、リクリエーショ
ン運動へと発展することで、学校教育とのつながり
を弱めていった。現在では、全米リクリエーション
公園協会と公立学校との間に共通の理念を見出すこ
とはほとんど不可能である。
しかしながら、これは表面的な整理に過ぎない。
多くの可能性のなかから、リクリエーション運動と
いう方向が選択された原因を思想史的、および社会
史的に分析する必要がある。また、学校社会セン
ター運動は、学校による地域社会の形成を目指した
点で、当時の進歩主義教育の思想を最も直接に反映
したものとみることができるにもかかわらず、それ
が学校教育に与えた影響は限定的であるように見え
る。その思想と実態を解明する必要もある。これら
が次の課題となる。
アメリカにおける遊び場運動の起源と展開
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46）クラレンス・A・ペリー（倉田和四生訳）『近隣住区論』（鹿島出版会、1975年）
47）George D. Butler, Pioneers in Public Recreation, (Minneapolis, Minn. : Burgess Publishing Co., 1965）, p. 1
